
令和３年産主食用米の「生産の目標」について 

 

令和２年 12 月 18 日 

香川県農業再生協議会 

 

１ 「生産の目標」設定の考え方 

  本県の主食用米の作付面積は、平成 27 年産以降、毎年 400 ㌶規模で減少しており、産地としての

生産量の確保や水田農業の維持のため、主食用米の作付確保が必要な状況となっています。 

  そのため、主食用米の生産量の確保に向けた目指すべき水準という考えのもと、「生産の目標」

を設定し、需要に応じた作付推進を図ることにしました。「生産の目標」の設定にあたっては、全

国の需給見通しを踏まえ、県産米の需要・販売動向や作付実績などに基づき、県全体及び香川県農

業協同組合の各地区営農センター単位で設定します。 

  

２ 「生産の目標」設定の方法 

 ① 香川県農業協同組合が各地区営農センターごとに、現状の品種別作付実態、集荷・販売動向か

らみた今後の需要等を加味して算定し、それぞれ積み上げた面積等から、県・ＪＡ担当者で構成

する、さぬき米生産推進チームにおいて協議のうえ原案を作成しました。 

② その際、主食用米の生産確保に向けて生産振興としての水準を考慮しつつ、品種別・地域別の

生産の方向性、麦等との二毛作などの作期構成、地域の特性及び本県の水田農業を維持する観点

を踏まえ、設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年産の主食用米の「生産の目標」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提示する内容：面積（ﾍｸﾀｰﾙ）、県の平年収量(496kg/10a)から換算した生産量（ﾄﾝ）、品種及び地

域ごとの生産の方向性 

提示する単位：県全体、香川県農業協同組合の７地区営農センター 

その他：①品種及び地域ごとの生産の方向性は、今後、目指すべき品種構成や地域ごとの作付方

向であり、各種施策に取り組むとともに、生産者に情報発信を行いながら推進を図る 

②各地域農業再生協議会は、各地区営農センターの「生産の目標」に基づき、地域協議会

ごとの作付予定面積の算定や水田フル活用ビジョンを策定 

※(13,000) ※(64,480) ※(13,010) ※(64,530)
11,600 57,500 12,000 56,500

大　　川
(さぬき市、東かがわ市) 2,015 9,994 1,923 9,427 1,929 8,980

中　　央
（高松市、三木町、直島町） 3,248 16,110 2,891 14,510 3,061 14,590

小　　豆
（土庄町、小豆島町） 97 481 92 417 100 430

綾　　坂
（坂出市、宇多津町、綾川町） 1,455 7,217 1,344 6,561 1,371 6,356

仲多度
（丸亀市、善通寺市、琴平町、

多度津町、まんのう町）
3,060 15,178 2,717 13,477 2,892 13,623

三　豊
(三豊市、観音寺市) 2,130 10,565 2,052 10,065 2,114 9,847

豊　南
（観音寺市） 595 2,951 581 2,850 576 2,683

注１）「生産の目標」の生産量換算値（トン）は、全て県の平年収量496kg/10aにより算定。向きは、前年実績に対する増減を示す。
注２） 【参考】の令和２年産及び令和元年産は、農業共済引受面積を基に農業生産流通課で換算した数値。
　　 　なお、県全体の数字は農林水産省統計公表値、ラウンドにより各地区営農センター合計とは一致しない。

※ （   ）内の数値は生産の目標

県全体・地区営農センター
(市町)

【参考】
令和２年産（10月現在）

【参考】
令和元年産（実績）

面積
（ヘクタール）

生産量換算値
（トン）

面積
（ヘクタール）

生産量換算値
（トン）

面積
（ヘクタール）

生産の目標
生産量換算値

（トン）

県 全 体 12,600 62,496

 向き


